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発刊に当たって

鹿児島県は，県本土と南西諸島の大地の歴史や成り立ちが異なるとともに,南北600km

にもおよび南北で気候も異なるため，その自然は極めて豊かで変化に富み，世界的にも

貴重でかつ多様な動植物が生息しています。

鹿児島県立博物館では，この豊かで多様な自然を紹介するために，多くの資料を収集

保管しています。平成3年度，これらの収蔵資料のデータをコンピュータを利用して整

理するとともに，多くの県民の皆さんに活用してもらうために各種毎に解説を加え，鹿

児島県立博物館収蔵資料目録第1集を刊行しました。平成4年度は，種子植物，節足動

物（チョウ類)，地学関係（岩石，鉱物，化石等）約16,000点をまとめ，ここに第Ⅱ集

を刊行します。

入館者を感動させたり，思考力，創造力等を高める要素を組み込んだ魅力ある展示を

行うためには，調査．研究の成果に基づく新しい背景を持つ学術的，教育的価値の高い

資料が必要であると考えています。鹿児島県の自然も次第に変化しつつある現在，収蔵

資料を再点検し，今後の調査．研究，資料収集を一層計画的かつ継続的に行い，常設展

示や特別展示の展示活動，教育普及活動に活かしていきたいと思っています。

収蔵資料の中には，多くの県民の皆さんから寄贈されたいろいろな資料が含まれてい

ます。これらの方々に感謝申し上げ，さらに今後の御協力をお願いするとともに，この

収蔵資料目録が多数の人々に有効に活用され，自然への理解と関心が高まることを願っ

ています。

平成5年3月

鹿児島県立博物館長 立園多賀生
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凡 例

1.本書は鹿児島県立博物館が平成4年(1992年)12月までに収蔵した資料の目録第Ⅱ集

であり，種子植物(裸子植物7科32種146点，被子植物の離弁花類60科820種5132点)，

節足動物昆虫類(チョウ類8科181種7631点)，岩石682点，鉱物739点，化石1895点，

桜島関係地質標本225点を記載してある。ただし,データが不明なため本目録から省

いた資料もある。

2．科名の配列は，次の文献に準拠した。

植物：「改訂鹿児島県植物目録｣(初島住彦編，鹿児島植物同好会発行，1986）

チョウ類：「日本産昆虫総目録｣(平嶋義宏監修，九州大学農学部昆虫学教室･日本

野生生物研究センター共同編集，1989）

ただし，一部修正したものがあったり，これらにないものは適宜他書から引用し

た。また，地学関係については本文中に記載した。

3．同一科内の種名等の配列は，アイウエオ順とした。

4．種名等の並び方と書き方

植物……種(sp),亜種(ssp),変種(var),品種(f),園芸品種(cv)を同格で並

べた。

昆虫(チョウ類)……種名で並べた。

5．和名の行の最後に資料数を記した。ただし，資料数1の場合は省略した。

6．和名の下に県内の分布等の解説を記した。

7．データ不明瞭なものについては，まったくわからないものは不明，信用のおけない

ものは空欄とした。

8．データは産地採集年月日，採集者，資料番号の順とし，推定は（）で記した。

昆虫(チョウ類)のデータの中には，飼育して得た標本も含まれるが，ここでは区

別せず記載した。なお，飼育品については，羽化年月日を採集年月日に，飼育者を

採集者の欄に記載した。

データ同一の資料が複数の場合は，資料番号の次に数を示した。

9．同一種内の産地の表示について

（1）鹿児島県内のものは市町村名から示した。ただし，二つ以上の市町村にわたる

地域でラベルから判断できない地名（例；烏帽子岳，霧島山，入来峠など）は

一応そのまま記した。

（2）主な山，島については，市町村名より先に記した。なお，これらについては添

付地図を参照。

（3）県外産のものには都道府県名を入れた。

（4）産地は県内のものを先に，おおよそ北から順に記した。

（5）コンピュータ処理によるため，産地や採集者名の長いものは途中で切れている

ことがある。
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